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1. はじめに 
毎年春の風物詩として真っ先に私達日本人に連想されるものといえば，やはり桜は上位の
キーワードになるほど，桜という存在は今や私達の日常生活の一部であり，切り離して考え
ることのできない存在といっても過言ではない。春の桜の満開に合わせて行われる花見も古
くから宴会の一つとして私達に親しまれ，夜桜などその楽しみ方は千差万別であり，見る場
所，見る人々の集団，時間帯によって多種多様な顔を覗くことができる。 
私達が桜を鑑賞する際に，どのような点を楽しんでいるのだろうか。人によっては，桜だ
けでなく周りの春の芽吹きや青々とした周りの自然とのコントラストや，他の樹木にはない
全体の様相，桜を囲む人々の結びつきであるかもしれない。だが多くの場合では，桜が今日
のみならず古人が歌に残したように，その桜の魅力はやはり薄いピンク色の花弁にあるのは
間違いないだろう。 
現に私達の生活用品にも桜の花をモチーフとした食器や家具も多く存在しており，一番身
近なものでいうと子どもから大人まで多くの人が一度は目にしてきた 100円硬貨に彫られて
いる桜のイラストが挙げられる。これほどまでに桜が日本全国に渡って植樹されている一つ
の要因として，戦時中における桜の持つ意味合いなどがあることは確かだが，はたしてそれ
だけであろうか。現代に生きる私たちはおろか，今世界中から桜が賛美されておりアメリカ
のニューヨークをはじめ，日本を代表するソメイヨシノを筆頭とする桜が世界に羽ばたいて
いる。桜が持つものは単に美しさだけでなく，古来より日本人が桜と培った文化も孕んでい
るのである。 
日々の生活で当たり前のように目にする桜への見方を改めて解明することにより，自然
界・人間社会で桜が今後どのようにあるべきかを考え，古人から受け継がれてきた桜の文化
をより輝かしいものにすることは非常に意義のあることと考える。 
本研究は地理分野における『人間社会と自然』というテーマをもとに，人類が太古の昔よ
り現代へ共生を歩んできた“桜”について，地理学という観点から今一度日本と桜の関係を
解明し，桜が獲得した美しさを追究するものである。日本全国には多くの桜の観光名所と呼
ばれる場所が存在するが，それぞれの観光名所の土地環境は様々であり，またその土地ごと
に植樹された品種が数多く存在する。私達が桜を鑑賞し美しいと感じる要因について，桜の
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品種ごとにおける特徴，古来より受け継がれた文化としての側面，地域別環境といった点よ
り明らかにする。 
 
2. サクラの生物種 
（１）発生 
サクラは日本人にとってなくてはならない存在であり，その優美さと品格を感じることが
できる。あまり知られてはいないが，桜の花にも花言葉が存在する。桜の花言葉は，優美な
女性，であり桜の魅力が女性に例えられている。これは与謝野晶子が歌った歌の，「清水へ
祇園をよぎる桜月夜こよひ逢ふ人みなうつくしき」という一首にも表れている。 
サクラの原産国は国によって様々であるが，日本をはじめとする中国・朝鮮半島において
様々な桜が生まれた。日本発祥のサクラは，ヤマザクラ・オオシマザクラなどをはじめとす
る自然種である。 
花弁の色は桜の品種ごとに異なっており，同じ品種であっても蕾，開花時，散り際で花の
色が異なる。ソメイヨシノは多くは淡紅色であるが，時期などによってその濃淡は異なる。
また品種によっては，花弁が白，非常に濃い紅色など多様である。 
サクラの繁殖は大きく分けて 2つの方法が存在する。1つ目は，多くの植物にみられるよ
うに種を作りその種から発芽させ繁殖する方法である。この場合は，他の植物同様に花弁に
雄蕊，雌蕊を有し受粉により繁殖する。もう 1つの繁殖方法は多くのサクラ，特にソメイヨ
シノにおいて用いられる方法で接ぎ木，挿し木である。接ぎ木と呼ばれる方法は，親木の小
枝（穂木）を台本に継いで育てる方法である。そのため，親木と完全に同じ遺伝性質を有す
ることになる。挿し木も接ぎ木とやり方は異なるが，穂木に根を出させ育てるため，親木と
同じ性質を有するクローンになる。このようなやりかたは，園芸品種を行う際によく行われ
るが，ソメイヨシノの場合は自家不和合性という同種同士で種子ができない性質のためこう
いった増殖方法が用いられる（井筒,2007）。 
ソメイヨシノは樹齢が数受年といわれるが，他のサクラと比較すると樹齢が非常に短い。
遺伝形質が同じであるために，樹齢が短いのだと考えられる。 
 
（２）系統－自然種 
日本に自生する自然種は 10種類（学者によっては 9種類）あり，ヤマザクラ，オオヤマ
ザクラ，カスミザクラ，オオシマザクラ，エドヒガン，チョウジザクラ，マメザクラ，タカ
ネザクラ，ミヤマザクラ，カンヒザクラがそれである。 
ヤマザクラ（山桜）は，我が国の桜の中で最も代表的な自然種で，古くから詩や歌に詠ま
れ親しまれてきた桜である。主に本州の宮城県以西，四国・九州に自生しており，朝鮮半島・
済州島にも分布している。別名シロヤマザクラとも呼ばれる。花弁は 5枚で，花径は 2セン
チから 4センチになる。黄緑色から赤紫色の葉と同時に白色から淡紅色の花をつける。ソメ
イヨシノが普及する前までは，このヤマザクラと呼ばれる品種が代表的なサクラであった。 
オオヤマザクラ（大山桜）は本州中部以北に自生する桜であり，葉や花などの各部分は全
体にヤマザクラより大柄の花弁を持つのが特徴である。花色についてはバラ色でヤマザクラ
より濃く，別名ベニヤマザクラ・エゾヤマザクラとも呼ばれる。花弁は 1花房に 2,3個有し，
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花径は 3センチから 5センチになる。こちらのサクラの特徴は，雪・寒さに非常に強く高地
でも繁殖可能な点が挙げられる。その性質のため，北海道でも自生できる。 
カスミザクラ（霞桜）は主に北海道，本州，四国などに分布し，ヤマザクラに似ている桜
である。別名ケヤマザクラとも呼ばれ，この名の由来は花や葉の部位が有毛である場合が多
いことからによる。同地域では，花期はヤマザクラよりずっと遅い桜である。こちらの桜の
栽培品種としては，奈良八重桜があり，こちらは天然記念物に指定されている。 
オオシマザクラ（大島桜）は，伊豆諸島と伊豆半島南部にのみ自生する特徴的な桜であり，
花は白色で若葉と良く調和し優雅な美しさがみられる桜である。またこの桜の葉は，塩漬け
をすることによって桜餅を包む皮として利用されているなど，私たちの食文化にもよく根付
いた桜といえる。 
エドヒガン（江戸彼岸）は，本州・四国・九州と日本全国に幅広く自生している桜で，こ
の桜の花は他の桜と比べ早咲きである。また，この桜は他の桜に比べ長寿なこともあり，日
本各地に有名な巨木・名木として点在しているなどが特徴として挙げられる。このエドヒガ
ン系の桜に含まれる非常に有名な桜として，桜の枝がまるで滝のように下垂するシダレザク
ラという桜があり，この系統の桜は日本三大桜の一つとして広く知られている。詳しくは第
3章以降で改めて考察する。 
チョウジザクラ（丁字桜）は，東北地方の太平洋側の低山地，関東地方，中部地方の産地
に多く分布している桜である。花弁が小さく，筒が太く長い，その花の形から，「丁」とい
う字を連想させるため，この名がつけられたとされている。 
マメザクラ（豆桜）は，富士・伊豆・房総を中心とする地方に自生する種類の桜で，この
ため別名フジザクラ，ハコネザクラとも呼ばれている。この名にあるように花は小さく，低
木状の木にいっぱいに花を咲かせるといった特徴をみることができる。桜の盆栽を利用する
際は，こちらの蕾が細かであることや挿し木に用いやすいなどで，このマメザクラがよく用
いられる。 
タカネザクラ（高嶺桜）は，北海道・本州中部以北の亜高山帯に分布する小高木の桜で，
ミネザクラ（峰桜）という別名もある。北海道に多くみられるチシマザクラという桜もこの
桜の仲間になる。この名前の由来の通り，サクラの中で最も標高の高いところで見ることが
できる。標高にして 1500メートルまでから自生し，こちらは 6月から 7月で花が咲き，花
弁はピンク色である。 
ミヤマザクラ（深山桜）は，北は北海道に多く，南は九州までと日本で多く見られるが，
南下するにつれ亜高山帯に多くなるという特徴が挙げられる。開花期が他の桜と比較して遅
い桜で，また花のつき方が他の桜とも違う総状花序である。花は 5月から 6月に開花し，こ
の桜の特徴として雄蕊が 40本以上からなり花から飛び出して見えることが挙げられる。 
カンヒザクラ（寒緋桜）は中国地方南部・台湾に分布するが，古くから琉球列島や鹿児島
県に入り，石垣島や久米島などでは野生化しているといわれている。花は平開しない鐘形と
いう他の桜に見られない形状で，色は濃紅色で美しく，公園樹・街路樹などとして広く植栽
されている。 
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（３）系統－野生種 
日本に存在するサクラの全てはこの自然種と呼ばれる親の桜より派生している。 
この交配だが，野生種は自然交配種という見方を取ることができる。植物的に子孫を残し
親から子を作る過程でなくてはならない存在が，蜂など小さな虫たちである。サクラも花を
咲かせ受粉をし実をつける以上，他の植物同様にこの交配という手段によって子孫を増やし
ていくのが自然界では一般的である。もちろん後で説明を行うが，サクラは草などという植
物ではなく，一種の樹木であるため，その数を分けて子孫を残すという方法もあるが長期的
な子孫繁栄という観点だけでなく，野生種という趣旨に外れるためここでは割愛する。 
自然交配によって増やされていった自然種と呼ばれる各サクラ群より派生したサクラが
どれほど存在するのかという点については，資料にある通りとなっている。サクラの場合親
となるサクラが 10種類存在するため，その際野生種もサクラの野生種というくくり方では
なく，各郡のサクラの野生種と語る必要がある。これは，もちろん各園芸品種の場合も同じ
である。植物学上，サクラの群に分けた分類が下記の通りになる。 
まずヤマザクラ群から見ていく。このヤマザクラ群に属するのは，自然種であるヤマザク
ラに，オオヤマザクラ，カスミザクラ，オオシマザクラの計 4 種が，この群に分類される。
これらサクラに共通の特徴として，花は開葉とほぼ同時に咲き，葉には咲先が芒状（ぼうじ
ょう）になる鋸歯や一部に重鋸歯（じゅうきょし）が出る。いずれの種も花が大きく，大木
になることが挙げられる。これらの中でも，ヤマザクラは日本の野生のサクラを代表する種
であり，古くから花見で有名な吉野山のサクラは，ほとんどがこのヤマザクラである。日本
のほぼ南半分（日本海側は新潟県，太平洋側は宮城県以西）に分布しているのに対し，北半
分（稀に四国・九州にも産し，山地の高所に点在する）にはオオヤマザクラが分布している。
オオヤマザクラの特徴は，花の色が濃くエゾヤマザクラとも呼ばれ，新芽も赤褐色を帯び，
全体に濃い紅色に見えることが挙げられる。花序は他の種にあるような共通の柄（総花梗）
が発達しないのも一特徴である。カスミザクラは温帯の山地に広く見られるが，四国・九州
では稀にしか見られない。 
続いての分類は，ヒガンザクラ群である。こちらの群に含まれる代表的な種は，エドヒガ
ンである。葉が出る前に花が咲き，基部が著しく膨らみ，くびれた壺状の萼筒（がくとう）
を持つのが特徴である。エドヒガン群のサクラは，寿命が他のサクラに比べ長く，大木にな
るものが多く，樹齢にして 1000年以上にもなるといわれるものまである。多摩丘陵に生息
するヤブザクラは，ソメイヨシノよりも 1週間ほど早く開花するサクラである。このヤブザ
クラは長らく正体不明のサクラであったが，最近酵素遺伝子の解析が行われ，マメザクラと
ヒガンザクラの交配雑種に起源をもつということが明らかになった。 
チョウジザクラ群は，チョウジザクラが代表となる群であり，二重鋸歯を持つ歯と花弁よ
りも長い萼筒をもっている。マメザクラ群同様に高木とはならず，花も小さいのが特徴であ
る。マメザクラ同様に地方変異が大きく，チョウジザクラ，オクチョウジザクラ，ミヤマチ
ョウジザクラの地方変異が認められる。この地方変異とは，環境の影響によっては遺伝しな
い，同種の生物との間に形態的，生理的な差異が生じることをいう。最近では，地方変異が
大きいマメザクラ群とチョウジザクラ群のアロザイム酵素多型解析が行われており，各郡に
おける遺伝的関係が調べられている。 
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マメザクラ群には，タカネザクラがある。高木とはならず，花や葉もヤマザクラ群と比べ
ると小さいのが特徴である。葉の縁には，二重の鋸歯が出る。マメザクラは，地方変異が大
きい種であることは広く知られており，マメザクラ，キンキマメザクラ，ブコウマメザクラ
の 3種の地方変異が既に確認されている。またイシヅチザクラは，キンキマメザクラとタカ
ネザクラの雑種といわれている。タカネザクラは葉の蜜腺は球形で，柄の上端にあり，やや
伸長し，葉身の基部に出るマメザクラとのよい区別点になる。タカネザクラは本州の中部以
北と北海道に分布する。 
ミヤマザクラ群は，日本ではミヤマザクラのみがこの群に分類されている。果樹にするセ
イヨウミザクラやスミノミザクラなどミザクラ群の種と同じように萼列片が開花時に外側
に反転するという特徴があり，他の 8種のサクラとは大きく異なっている。ミザクラ群とは
異なり，花は総状花序につく。また，ミヤマザクラの目立つ特徴は，大きくて果実の時期に
も残る苞葉があることが挙げられる。果実では，核の表面に著しい凹凸がある。生息地域は，
山地の上部から亜高山帯であり，花弁は白色で，先は円形である。 
カンヒザクラ群は，中国南東部から台湾にかけて分布しているカンヒザクラや，ヒマヤラ
ザクラがこれに分類される。カンヒザクラは東京以南の暖地ではしばしば栽培もされており，
南西諸島では各地で野生化している。カンヒザクラは，南ほど早く開花し，早いところでは
1月には開花するといわれている。比較的に花の色合いも濃いものが多く，東京ではお彼岸
の頃合いに濃い紅色の釣鐘型の花を下向きに咲かせる。ヒマラヤの低地に分布するヒマヤタ
ザクラは，ダージリンなどでは 2月頃に開花するが，秋の 10月に開花するところもある。
秋に落葉と共に開花し，開花後に新芽が展開し，冬の間も緑色の葉が栄えるのが特徴である。 
ミザクラ群は，西アジア原産のセイヨウミザクラ（またはカンカオウトウ：甘果桜桃）と
スミノザクラなどがこれに属する。葉とともに，または葉より先に白色の花を開く。花弁の
先は丸く，いわゆるサクラの花弁のように追う凹形ではない。いわゆる，サクランボとして
生食するのはセイヨウミザクラの果実であり，スミノミザクラの果実は酸っぱく，缶詰やリ
キュール酒に広く用いられる。 
 
（4）生態 
日本に自生する自然種を調査する際に用いる方法は，サクラの葉による識別がある。サク
ラの葉はいずれも鋸歯と呼ばれるギザギザが存在する。葉の大きさがだいたい 10センチに
なるものは，オオシマザクラ，オオヤマザクラ，カンヒザクラ，カスミザクラであり，そう
でない種は 6センチ大になり，エドヒガン，チョウジザクラ，ミヤマザクラ，ヤマザクラ，
タカネザクラ，マメザクラが小さめの葉をつける。これらの中でマメザクラが最も小さな葉
になる。 
サクラの花が咲く時期に関しては，秋から冬にかけて咲く種類が 5種類，早春が 15種類，
春半ばに咲く種類が 40種類，晩春が 40種類ほどになる（岡,2009）。 
サクラの開花を毎年「サクラ前線」として報道されているが，このサクラ前線は全国に広
まっている基準種でなくては全国で平均的な前線を観測することができない。そのため，日
本全国どの地域でも植樹されているソメイヨシノがサクラ前線の基準となる品種として定
められている。さらに，サクラ前線の基準木なるものも存在し，東京では端国神社，大阪で
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は大阪上西の丸公園と決まっている。ただし，それぞれ具体的にこの 1本が基準になってい
るという公表はされていない。 
 
3. 桜の文化的側面 
（１）歌・ことわざ 
サクラという言葉は様々な名前に使われたり，ことわざに起用されている。サクラという
名称自体にも多くの由来がある。10種ほどがサクラの名前の由来の説が考えられている。1，
桜の霊である此花サクヤ（咲耶・開耶）からサクヤの転。2，サキムラガル（咲簇）の約。
3，サケウラ（咲麗）の約。サクウルハジギ（咲麗如木）の義。4，よろずの花の中で優れ
て美しい意から，サキハヤ（咲光映）の約転。5，樹皮が横に割ける性質からサクル（裂）
の転。6，サケヒラク（割開）の略。7，咲くと花ぐもりとなるところから，サキクモル義。
8，サキ（幸）の転声。ラは花カヅラ，カツラのラ。9，花の中で殊にすぐれているところ
から，サはするどくあらわれた様，クはわかれた様，ラは開く様の意。10，サはサガミ（田
神）のサで，穀霊の意味，クラは神の憑りつくところの意のクラ（座）で，サクラは穀霊
の憑りつく神座の意味。以上のようにサクラの語源には多くの由来がある。 
サクラが名称としてよく用いられるのは，季語としての中で用いられる。 
・花篝 
 燃え出づる あちらこちらの 花篝 （草城） 
 ことわざにも非常に多く用いられている 
・桜伐る馬鹿，梅伐らぬ馬鹿 
 枝葉を剪定する際，サクラの場合，切られた傷口をふさぐことができず全体的に弱って 
しまう。逆にウメの場合は切り口から新しい芽がすぐに出てき，花実がよりよく成長する 
といわれている。伐るという行為でも，よく木の性質をしらなければならないという意味。 
または，必要なことをせず，不必要なことをする人物や行為のことも指す。 
・花七日 
 サクラの花の生命の短さを例えたもの。「世の中は三日見ぬ間に桜かな」（大島蓼太）は，
サクラの花の移ろいの早さをいったもの。（井筒,2007） 
  
（２）歴史文化の中の桜 
 桜が登場する随筆作品には「徒然草」というものが挙げられるが，当時の社会のことを
詠ったものが多い。以下は桜に合わせて歌ったものである。 
 「花は盛りに，月は隈なきをのみ，見るものかは。……咲きぬべきほどの梢，散り萎れ
たる庭などこそ，見所多けれ。……万の事も，始め終わりこそをかしけれ。……よき人は，
ひとへに好けるさまに見えず，興ずるさまも等閑なり。片田舎の人こそ，色こく，万はも
て興ずれ。花の本には，ねぢより，立ち寄り，あらかめもせず，まもりて，酒飲み，連歌
して，果は，大きなる枝，心なく折り取りぬ。」 
 訳)桜は満開の時だけ鑑賞するものではなく，咲き始めや散った後に興味がある。風流
の人はあまり対象にのめり込ます，さりげなくしているものだ。田舎の人こそ大仰にし，
酒を飲み連歌するものだ。 
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上に挙げられているように，古人も桜は満開時だけに魅力があるのではなく，桜の蕾が
開花するときの高揚感，散り際の儚さが情緒深いものがあるとしている。これは，今の現代
に生きる私たちと共感できるものである。花見は一種のお祭りに近い行事であり，準備段階
や終わり際こそに趣を感じると昔も今も人間の感受性は変わりないことを意味している。 
また, 約1100首あまりの歌が編纂された古今和歌集の中でも, 桜の花が美しいものとし
て賛美されている。古今和歌集の中で桜の花が最もよく出てくるのは男性歌人が女性のこと
を例える時である。当時では桜の美しさと対等に比べられるものは, 京の都の美しさである。
（大貫,2003） 
こうした古今和歌集以外にも, 伊勢物語, 源氏物語でも桜の歌, もののあわれ, 諸行無
常を詠った桜の歌が残されている。桜としての象徴的意味合いは人がいつみても各々同じよ
うな印象を持つわけではなく, その歌を歌った社会生活に深く根付くものなのだと考えら
れる。社会が平穏である時は満開の優美な桜が人々の心に映り, 社会情勢が不安定な時には
散り際の桜の儚さが栄えた時代の衰退と重ねられ詠われてきたのである。 
 
4. 桜の名所区分 
北海道・東北地方で最も桜が植えられているのは北海道, ついで岩手県, 青森県の順と
なっている。繁殖地域は平地部分が大半を占めており, 全国トップの植樹率を誇るソメイヨ
シノを除けばシダレザクラがこの地域で最も多い品種である。その背景に, このシダレザク
ラの品種が比較的寒い気候を好むことが考えられる。シダレザクラは寒い気温の中で生息す
るため, その枝も気温・湿度から枝を守るため垂れた形状が特徴である。 
関東地方での植樹本数はついで東京が多くなっている。こちらでも平地が繁殖地域とし
て一番多いが, 注目すべきはその次に繁殖している山である。同様に着目していきたいのが, 
2番目に多い品種のヤマザクラである。この関係から, 関東地方では比較的に山が多く, 桜
が平地についで山で生息していることが分かる。 
中部地方では, 愛知県, 福井県に桜が多く生息している。これまでのように平地にかけ
て桜が生息しているわけでなく, 山や川といった自然の中に桜が多く生息していることが
グラフからも分かる。このことから, この中部地方では大都市に桜を眺めるのではなく, 大
自然の中にある桜に重きを置いていることが分かる。ちなみに, この地域で最もみられるヒ
ガンザクラは, 落葉高木で野生種に属する桜である。またこのヒガンザクラは日本全国トッ
プの生息数を誇るソメイヨシノの片親であることも有名である。自然に強く繁殖可能である
特徴から, これら山に桜の生息数が多いことを考えることができる。 
近畿地方では, 群を抜いて奈良県に桜が多く植えられている。生息場所, 生息種は平地
にソメイヨシノが多いことが分かるが, その理由として日本の和や古き町のバランスにソ
メイヨシノが適していることが挙げられる。また山岳にも中部地方と同様にヤマザクラが多
く生息していることが分かる。 
中国・四国地方では, 最も桜が見られるのは山口県である。生息地域は山と平地が多く, 
最も見られる品種はソメイヨシノになっている。逆に池回りに桜はほとんど見られず, 湖に
関しては桜が見られない。これは, 中国・四国地方では池・湖が少ないからではないかと考
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えられる。その反面, 海沿いの平地などは観光的意味合いからも桜がよく植えられているの
を見ることができる。 
九州地方では沖縄県が最も桜をみることができ, 桜の生息場所は主に山である。生息種も
全国で有名のソメイヨシノになっている。逆に川沿いには桜がほぼ生息していない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４－１ 日本全国 桜の本数ＴＯＰ１０  図４－２ 日本全国 桜の地形特徴 
出所）桜の名所における参考文献より作成  出所）桜の名所における参考文献より作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４－３ 日本全国 桜の名所で見られる桜の品種 
出所）桜の名所における参考文献より作成 
 
5. おわりに 
今まで桜は普通の植物同様に種から植え，多くの果実から増えるのだと考えていたが，実
際に研究をしてみたことで桜の繁殖方法は手間が必要で，一度に大量に増えるわけではない
ことが分かった。ことわざにあった，桜伐る馬鹿，梅伐らぬ馬鹿という言葉や，剪定のこと
から桜を不用意に傷つけるのはしてはならず桜の美しさを損なう行為である。また，桜が花
を咲かせるのに休眠状態からの積算温度が重要になってくることも分かった。暑すぎるのも
寒すぎるのも桜の美しさを歪ませることは変わりない。これからの桜の美しさを維持するた
めには，温度変化に強い桜を生み出すか，気温をある程度操作できる技術力が必要である。
前者は実現可能かもしれないが，後者は日本全国の桜の分布図を見るに理想的とも効率的と
も言えない。前者を実現させるために必要なのは桜の交配の成功，新たな園芸品種の実現で
あろうが，一般人が桜の優美さに気を使わなくてはいつか，桜の美しさも消滅してしまうか
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もしれない。桜を繁殖させるには何年も時間がかかり，美しい桜の育成には，膨大な時間と
労力がかかる。ソメイヨシノが日本に多いことにより桜前線が予測がしやすいこと，寒さに
強いこと，花弁が優美なことがあるが，ソメイヨシノは寿命が少ないため，桜を保全するこ
とはすなわち自然の保全につながると考えられる。 
 自然の影響を顧みずに便利な生活をすることは，桜の優美さ，日本人の文化が失われ
る可能性も完全には否定しきれないだろう。 
本研究では，昔の歌人が残した歌も取り上げたが，桜の美しさにおいて人の感受性は古
来より変わっておらず，今も昔も変わらず桜は精神的な面でほとんど変化していないように
思われる。また，昔と現代と存在する桜にソメイヨシノをはじめとする園芸品種の有無があ
れどヤマザクラでも古人は桜の美しさに魅了されていたこと。これらから，桜の美しさは桜
が本来持っている 1週間程度で散ってしまう儚さ，花言葉にあるような優美さに惹かれてい
るのだと考えられる。 
 そこで新たに生まれる疑問は，古人と現代人で受け取った美しさはやはり違いがあっ
たのかどうかである。今回の研究で，今でこそソメイヨシノが日本全国で最も多く生息して
いることが分かったが，明治時代以前の桜を読んだ歌人たちはソメイヨシノを当然見て歌っ
ていない。桜の花の優美さや儚さは桜の品種ごとに開花時期・散る時期・花弁等が異なるた
め，桜の美しさに差が生まれるとしたらやはり桜の品種に左右されると考えられる。日本全
国で多種多様な桜が多様な環境の元に生息しているが，ソメイヨシノから感じられる美しさ
とそうでない品種で全く異なる美しさを得られると思われる。 
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